
第１４次労働災害防止計画目標値 
青梅労働基準監督署 

死傷災害（休業４日以上）【全産業】 

2022 年 2023 年 2024 年 2025 年 2026 年 2027 年 

366人 362人 358人 354人 350人 
347人 
以下 

死傷災害（休業４日以上の死傷年千人率）【第三次産業】（平成 27 年 国勢調査 就業状態等基本集計及び労働者死傷病報告による。） 

2022 年 2023 年 2024 年 2025 年 2026 年 2027 年 

1.32 
（190人） 

1.31 
（188人） 

1.29 
（186人） 

1.28 
（184人） 

1.26 
（182人） 

1.25 
（180人） 

厚生労働省目標 ⇒ 2022 年と比較して 2027 年の死傷者数を減少に転じさせる 

東京労働局目標 ⇒ 2022 年と比較して 2027 年の死傷者数を５％以上減少させる 

青梅労働基準監督署目標 ⇒ 2022 年と比較して 2027 年の死傷者数を５％以上減少させる 

 

死亡災害 

2022年 ３人 ⇒ 2027年 ０人  
厚生労働省目標 ⇒ 2022 年と比較して 2027 年の死亡者数を５％以上減少させる 

東京労働局目標 ⇒ 2022 年と比較して 2027 年の死亡者数を５％以上減少させる 

青梅労働基準監督署目標 ⇒ 第１３次労働災害防止計画期間中の最少０人を達成する 

第１３次防最少の０人を目標とする！ 

年千人率 = 死傷者数

１年間の平均労働者数
× 1000 

※ 年千人率とは、一年間の労働者 1,000 人あたり
に発生した死傷者数の割合のことです。 

トップが発信︕ 
みんなで宣言 一人一人が「安全・安心」 


